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展覧会「秀長と郡山のあゆみ」 概要 

 

【開催趣旨】 

天正 13 年 9 月 3 日、羽柴（豊臣）秀長は兄・秀吉とともに 5,000 人の将士を従えて郡山

城に入った。以後、郡山城は豊臣政権による畿内統治の拠点の一つとして大規模に整備さ

れ、政治的意義も大いに飛躍した。秀長がつくった城郭は幕藩体制下も畿内統治の要所とし

て引き継がれ、近代以降の都市の礎にもなった。また、秀長が進めた郡山の振興政策は当時

の郡山に大きな社会的影響を与えたが、なかでも住民による自治の制度でもある「箱本制

度」は、江戸時代を通じて長く郡山の市井の人々に受け継がれた。 

秀長が秀吉とともに天下一統に向かう拠点の一つとした郡山。今回の展示では考古資料

を通じて、その居城となった郡山城築城の実態に迫り秀長の足跡を追うとともに、その舞台

となった郡山という地域が歩んだ歴史を振り返り、秀長が郡山に遺した遺産を顕彰する。 

 

【開催場所】 

東多聞櫓内ギャラリー 

大和郡山市城内町２５３－２（史跡郡山城跡内） 

 

【開催期間】 

令和 8 年 1 月 22 日〜令和 9 年 1 月 31 日（予定） 

※会期中は原則的に無休で開館（年末年始を除く） 

 

【開館時間】 

午前 10 時から午後 5 時 

 

【入館料】 

大人 300 円 

※小学生以下、市内中学生、市内在住または市内に所在する高校に通学する高校生は無料 

 

【その他】 

展覧会に伴い、図録を発行（予価 500 円） 

※図録は A4 版カラー40 頁を想定 
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【展示構成】 

序 秀長と郡山 〜受け継がれる秀長の意志〜 

大納言塚や春岳院の資料から、郡山における秀長への敬愛について迫る。 

 

１ 郡山の黎明 〜郡山のはじまり〜 

郡山城が築かれた西ノ京丘陵南端付近の弥生〜古墳時代の遺跡や平城京に関連する資

料から、当地域の要衝としての重要性に迫る。 

 

２ 郡山城前夜 〜近世郡山の揺籃〜 

郡山城の付近にあった中世の集落や筒井城の資料から、郡山城築城に至る地域の動向

に迫る。 

 

３ 秀長と郡山城 〜豊臣政権の拠点整備〜 

豊臣政権期の郡山城に関する出土資料から、秀長が目指した城郭の姿や、それを継承し

た秀保・増田長盛の城郭整備の実態に迫る 

 

４ 郡山城の石垣 〜近世土木技術の結晶〜 

城内の石垣の変遷から城郭整備の過程や、近世における土木技術の実態に迫る。合わせ

て、郡山城の特色である転用石材を紹介する。 

 

５ 近世郡山の隆盛 〜まちの礎となった秀長の郡山城〜 

近世郡山藩時代における郡山城や墓地、城下の生業に関する資料から、近世における郡

山の活況に迫る。 
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【展示品】（予定）  

序 秀長と郡山 

1 春岳院本堂 大棟鬼瓦ほか各種瓦 

2 大納言塚 3D データ（予定） 

１ 郡山の黎明 

3 田中垣内遺跡 弥生・古墳時代の土器、鞴羽口 

4 開古墳 人物、馬など形象埴輪 

5 割塚古墳 （パネル） 

6 南方古墳 太刀形埴輪 

7 下ツ道 人面墨書土器、土馬、和同開珎 

8 平城京 西市推定地の資料（石帯未製品、甕埋設遺構土器など）、分銅 

9 平城京南方遺跡 「十条」関連条坊の土器、硯、銅鈴 

２ 郡山城前夜 

10 郡山城下層 瓦器等の中世土器（郡山城第７１次調査出土品） 

11 若槻環濠下層 瓦器等の中世土器 

12 郡山城下層 瓦器等の中世土器（郡山城第６２次調査出土品） 

13 古屋敷遺跡 瓦質土器等の中世土器 

14 筒井城 土器、輸入陶磁器、鉄砲玉、転用石材 

15 五輪塔覆堂 天正 12 年（創建時）の瓦 

３ 秀長と郡山城 

16 郡山城（天守台） 埋納土器、金箔瓦他各種瓦 

17 郡山城（追手向櫓） 豊臣期の瓦、埋甕 

18 郡山城（極楽橋） 桐紋飾り瓦 

19 郡山城（本丸） 埋納土器、豊臣期の瓦 

20 郡山城（五軒屋敷） 礎石建物の埋甕、水琴窟 

21 郡山城下町 陶磁器、金箔銘五輪塔部材 

４ 郡山城の石垣 

22 郡山城 天守台解体修理での出土転用石材各種 

石垣概説（パネル） 

５ 近世郡山の隆盛 

23 郡山城 家紋瓦 

24 西岸寺台近世墓 本多家菩提寺関連資料（土製品、寛永通宝、甕棺ほか） 

25 郡山城下町 鞴羽口、染色道具（鍛冶町、奥野家の調査） 

26 郡山城下町 瓦質茶器ほか火災処理跡出土品 

 


